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２０１６ふくやま 人権・平和フェスタ 「第 6８回人権週間記念の集い」 

201６年１２月１１日（日）福山市人権交流センターにおいて，２０１６ふくやま 人権・平和

フェスタ 「第６８回人権週間記念の集い」「平和で差別のない未来へ」～今，私たちができること

～を開催しました。 

今年は，若者たちが，未来に希望を持てるまちづくりをめざして，今ある人権課題について理解

を深めることをテーマに，ステージでの報告や，活動内容のロビー展示などを行いました。 

『まま～ずブラスアンサンブル♪福山 
With 瀬戸ハーモニークラブによるミュージック』 

 
迫力ある，まま～ずブラスアンサンブル♪福山の演奏
と，瀬戸ハーモニークラブのコーラスが，会場全体に響
き渡り，フェスタの開会を盛りあげました。 

『全国中学生人権作文コンテスト広島県大会』 

の表彰・朗読 
 

「第 36 回全国中学生人権作文コンテスト広島県大

会」の表彰式が行われました。 

広島法務局長賞を受賞した，  

学校法人盈進学園盈進中学校 

3 年芳賀友香さんが，作品の 

朗読をおこないました。 

『メッセージ from ヒロシマ』 

～子どもの広場 
「メッセージ from ヒロシマ 2016」～報告 

 
「戦争の悲惨さ，核兵器の悲劇を忘れず，後世に語り継

いでいきたい。そして，平和について考え続けていきた

い」とその決意を発表しました。 

また，団体の 

活動の一端であ 

る蛇円太鼓を， 

高校生 5 名で力 

強く披露しました。 
 

ご来場・ご協力ありがとうございました。 

『福山市立大学 』 ミュージカル 

～みんなちがうけど，みんななかよし～ 
 市立大学教育学部のみなさんが，二度と戦争を繰り返し

てはならない。未来の平和構築のためには，幼児期におけ

る異文化理解が必要なのではないかと，創作ミュージカル

を通して，参加者に訴えました。 

『支志團』～よさいこい鳴子踊り～ 
 

                 『支志團』による「よ

さこい鳴子踊り」は，

参加者を巻き込み，会

場をより一層盛り上

げました。 

 

 

『福山工業高等学校』 

継承～CG による広島の復元～ 
 
福山工業高等学校の計算 

技術研究部のみなさんに 

よる“継承中国／軍管区 

司令部”の発表を行いま 

した。この作品は，株式 

会社 TBS テレビ主催の 

DigiCon6JAPAN（デジコン シックス ジャパン）ユー

ス部門においてシルバー賞を受賞されたものです。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

中学生，高校生，大学生，

市民活動団体などのすばら

しい活動の数々を展示しま

した。 

『盈進中学高等学校 ヒューマンライツ部』 報告 

 “No one should ever have to suffer as we have.” 

 

盈進中学高等学校ヒューマンライツ部のみなさんが「もう
誰にも自分と同じ思いをさせてはならない」と，被爆者の

方々から聴き取りしたこと等を報告しました。また，ロビー

では，「核廃絶！ヒロシマ・中高生による署名キャンペーン」

の展示の前で署名活動を行い，書籍の販売も行いました。 

このフェスタのテーマ「平和で差別のない未来」へ向けて， 

一生懸命活動する姿からは， 

若者たちの力強さが感じら 

れました。 

また，司会には昨年に続き 

ＯG の箱田麻美さん（福山平 

成大学）が担当しました。 

ホルモンうどん，豚汁，お

でん，カレー，山菜おこわな

ど，どの食事も好評でした。 

『ふくやまピース・ラボ』 

朗読劇“いつか 君にまた出会えたら” 
 

 ふくやまピース・ラボは，平和な未来のために「自分たちにできる 

ことは何だろう」と，学び，考え，活動している中・高・大学生です。 

今回のステージでは，現代を生きる女子高校生が 71 年前にタイム 

スリップし，自己犠牲を強いられながらも，幸せに生きたいと願う戦 

時中の人々と出会う物語を朗読劇で表現しました。ロビーでは，平和へのメッセージを書いてもらい，写真を撮らせて

もらう「ピースアート プロジェクト」に取り組みました。 

『KAZEASHI』コンサート 
 

東日本大震災復興のために，福山で開催されている復興応援ライブに毎年参加し， 

福島県相馬市に思いを馳せる活動を行っている『KAZEASHI』の演奏で会場全体 

が一つになりました。 

『パネルトーク』 
 

 田中淳雄さん（福山市人権平和資料館副館長）をコーディ 

ネーターに迎え，『若者の声でつなぐ』と題し福山市内の中 

学生，高校生が自分たちの活動や思いを発信し合いました。 

『福山市立福山中学・高等学校』 報告 

“ボランティア・アクション in 

フィリピンに参加して” 
 

 今夏と昨夏に福山市立中学・高等学校の 2 名の生

徒（児玉夏菜さん，津田悠花さん）が文科省所管の

社会教育団体 SYD のボランティア募集に応募し，フ

ィリピンでの国際ボランティア活動に参加し，その

経験を通じて，考え学んだことを発表しました。 

「多くの人にどんどん外国に飛び出て世界の現実

を見て欲しい」自分も 

「今後も人に伝える活 

動を継続したい」と訴 

えていきました。 


